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法
隆
寺

一
切
経
に
み
る

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」

-
同
朋
大
学
所
蔵
本
を
中
心
に
I

キ
ー
ワ
ー
ド

‥
法
隆
寺

一
切
経
、
書
誌
、
修
復

は
じ
め
に

法
隆
寺

一
切
経
は
平
安
時
代
、
法
隆
寺
に
お
い
て
書
写
事
業
が
行
な
わ
れ
た
も
の

で
、

一
切
経
と
し
て
著
名
な
も
の
の

一
つ
で
あ
る
。
現
在
、
法
隆
寺

一
切
経
は
法
隆

寺

(‐
)
に
伝
わ
る
ほ
か
、
同
朋
大
学
、
大
谷
大
学
、
祐
誓
寺
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
国

立
国
会
図
書
館
、
京
都
国
立
博
物
館
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
大
学
や
寺
院
、
公
共

機
関
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
書
写
事
業
の
歴
史
的
意
義
を

考
察
す
る
上
に
お
い
て
依
拠
し
う
る
総
合
的
な
研
究
は
石
山
寺
や
七
寺
の

一
切
経
の

研
究
に
対
し
て
立
ち
後
れ
て
お
り
、
近
年
よ
う
や
く
緒
に
つ
い
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い

(2
)O

　

こ
こ
で
は

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
を
取
り
上
げ
、
法
隆
寺

一
切
経

の
書
写
事
業
の

一
端
を
解
明
す
る

一
助
と
し
た
い
。

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
は
、
唐
の
貞
元
十
六
年

(八
〇
〇
)
円
照
に
よ
っ
て
編
集

さ
れ
た
全
三
〇
巻
の
経
録
で
あ
り
、
代
表
的
な
勅
撰
経
録
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

法
隆
寺

一
切
経
に
み
る

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」

そ
れ
に
先
立
ち
開
元
十
八
年

(七
三
〇
)
に
は
、
私
撰
で
あ
っ
た
が
智
昇
に
よ
り

「開

元
釈
教
目
録
」
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
「開
元
釈
教
目
録
」
は
全
無
欠
の
経
録
と
し

て
絶
讃
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「貞
元
新
定
釈
教
日
録
」
は

「開
元
釈
教
目
録
」
を
ほ

ぽ
継
承
し
た
も
の
で
少
分
の
附
加
を
し
て
い
る
も
の
に
過
ぎ
な
い

(。
)
と
の
評
価
が

あ
る
。

中
国
に
お
い
て

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
は
宋
代
以
後
流
伝
を
失
い
撰
述
当
初
の

姿
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、
わ
が
国

へ
は
大
同
元
年

(八
〇
六
)
空
海
に
よ
り
請
来
さ

れ
て
以
来
、
こ
れ
に
基
づ
く
経
典
の
再
編
成
や
補
経

・
新
規
の
写
経
事
業
が
進
め
ら

れ
た
。
そ
の
例
と
し
て
、
平
安
時
代
後
期
に
行
な
わ
れ
た
石
山
寺
や
七
寺
、
法
隆
寺

な
ど
の

一
切
経
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
経
論
の
完
成
度
と
し
て
の
評
価
と
、
当
時
の

仏
教
界
に
お
け
る
評
価
は
必
ず
し
も

一
致
し
て
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
に
つ
い
て
は
、
諸
寺
の
一
切
経
が

「開
元
釈

七
九



同
朋
大
学
悌
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十
一

号

教
目
録」

と
「
貞
元
新
定
釈
教
目
録」

の
ど
ち
ら
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
と
い
う
点 、

あ
る
い
は
経
録
と
し
て
の
成
立
や
内
容
の
研
究
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る 。

平
成
十
二
年
（
二
0
0
0） 、

二
ヶ
年
の
計
画
で
同
朋
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
法

隆
寺
一

切
経
の
「
貞
元
新
定
釈
教
目
録」

六
帖
が
修
復
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た 。

そ

の
前
段
階
と
し
て
詳
細
な
調
査
を
行
な
っ

た
結
果 、

こ
れ
ら
が
書
写
当
時
の
姿
の
ま

ま
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た 。

こ
れ
を
書
誌
的
に
検
証
す
る
こ
と
で 、

平
安
時
代
後

期
に
お
け
る
具
体
的
な
書
写
作
業
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り 、

さ
ら
に
「
貞

元
新
定
釈
教
目
録」

が
法
隆
寺
一

切
経
書
写
事
業
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
た
の
か
を
知
る
手
掛
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た 。

そ
こ
で 、

本

稿
で
は
修
復
に
際
し
て
得
ら
れ
た
知
見
を
も
と
に 、

ま
ず
書
誌
的
側
面
を
詳
し
く
述

べ
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い 。

次
い
で 、

諸
所
に
現
存
す
る
法
隆
寺
一

切
経
の
「
貞

元
新
定
釈
教
目
録」

を
分
類
し 、

そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で 、

未
解
明
な
部
分
の
多
い
法
隆
寺
一

切
経
の
書
写
事
業
を
知
る
た
め
の
一

つ
の
端
緒
を

得
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る 。

同
朋
大
学
本
「
員
元
新
定
釈
教
目
録」

の
装
槙

「
貞
元
新
定
釈
教
目
録」

は
全
三
O
巻
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が 、

同
朋
大
学
に
は

こ
の
う
ち
巻
第
四 、

一

六 、
－
－
a
t

二
玉 、

二
六
の
計
六
帖
が
原

一

O
（
写
真
1） 、

装
の
粘
葉
装
の
ま
ま
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
以
後
同
朋
大
学
本
と
称
す
て

そ
れ
ぞ
れ
の

法
量
お
よ
び
丁
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る 。

八

。

巻
第
四

（
縦）

二
八・
三
m

（
横）

一

七・
O
m

十
六
丁

巻
第
一

O

（
縦）

二
八・
O
m

（
横）

二
ハ・
五
m

四
十
一

丁

巻
第
一

六

（
縦）

二
八・
二
m

（
横）

二
ハ・
玉
m

二
十
三
丁

巻
第
二
二

（
縦）
一
一
八・
三
m

一

六・一
ニ
m

十
ノ、

丁

（
横）

巻
第
二
五

（
縦）

二
八・
二
m

（
横）

一

五・
六
m

二
十
九
丁

巻
第
二
六

（
縦）

二
八・
o
m

二
ハ・
九
m

五
十
二
丁

（
横）

巻
第
一

O
裏
表
紙 、

巻
第
二
六
表
紙
に
黒
文
方
印
「
法
隆
寺
一

切
経」

（
縦
四・
六

m
×

横
四
・

六
m）

が
捺
さ
れ
て
い
る 。

こ
の
黒
印
は
そ
の
大
き
さ
や
字
形
な
ど
が 、

法
隆
寺
一

切
経
に
も
っ

と
も
多
く
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
一

で
あ
る 。

ま
た
朱
文

長
方
印
「
夢
白
鷹
文
庫」
（
縦
三
・

四
m
×

横
一
・

四
m）

が
巻
第
四
表
紙
お
よ
び
第 写真1同朋大学本「貞元新定釈教目録」巻第10（修復前）



二
六
表
紙
、
朱
文
長
方
印

「山
田
文
昭

蔵
書
」
(縦
二

・
三

m
x
横

一
・
〇

m
)

が
巻
第
四
表
紙
お
よ
び
第
二
六
表
紙
、

朱
文
長
方
印

「真
宗
専
門
学
校
図
書
」

(縦
三
・
六
?
横
一
・
五
m
)
が
巻
第

二
六
表
紙
に
見
ら
れ
る

(写
真
2
)
。
こ

れ
ら
の
蔵
書
印
が
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ

ば
、
本
資
料
は
明
治
期
以
降
、
山
田
文

昭
師

(
一
八
七
七
~

一
九
三
三
)
が
蒐

集
し
夢
白
廬
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
た
の

i娶l 表紙

㎜ 八双

4 ご

写真2 26に見られる蔵書印4種

ち
、
同
朋
大
学
の
前
身
で
あ
る
真
宗
専
門
学
校
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る

(4
)o

　

な
お
巻
第
二
二
第
五
丁
表
・十

一
丁
表
に
は
、
碇
形
か
と
思
わ
れ

る
黒
印
が
紙
継
ぎ
目
に
捺
さ
れ
て
い
る

(写
真
3
)
が
。
今
の
と
こ
ろ
こ
れ
が
如
何

な
る
意
味
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

料
紙
は
す
べ
て
椿
紙
を
用
い
て
お
り
、

一
寸
幅
に
見
ら
れ
る
簑
目
の
本
数
は
十
二

~
十
七
本
、
密
度
は
お
よ
そ
〇

・
六
七
五
~
〇

・
七
六
四
g
/

m
で
あ
る

(5
)o

　

全
体

的
に
虫
損
が
著
し
く
見
ら
れ
た
が
、
と
く
に
全
帖
全
丁
に
わ
た
っ
て
本
紙
糊
代
部
が

甚
だ
し
く
損
な
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
巻
第
四
は
裏
表
紙

・
裏
表
紙
見
返
し
が
失
わ
れ

て
お
り
、
巻
第

一
六

・
二
二
・
二

五
は
前
後
欠
。
巻
第
二
六
は
後
欠

と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
巻

第

一
〇
の
み
が
首
尾
完
存
し
て
お

り
、
書
写
当
初
の
姿
を
も
っ
と
も

良
く
残
し
て
い
る
。

表
紙

・
裏
表
紙
は
、
楷
紙
に
黄

土
を
具
引
き
し
、
八
双
を
取
り
付

け
る
(6
)O
八
双
に
は
竹
材
を
使
用

し
、
幅
二

四
、
厚
さ

一
皿
と
な
り
、

長
さ
は
表
紙
寸
法
に
過
不
足
な
く

揃
え
ら
れ
、
両
端
は
垂
直
に
切
断

さ
れ
て
い
る
。
八
双
の
上
面
は
ゆ

巻第

/

第 1丁

法
隆
寺

一
切
経
に
み
る

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」

八
一

r ’ ゝ ゝ 6 . w ゝ

図 1　 表紙取付けの様子

㎜ ㎜ ・ 心 〃

写真 3　 碇型黒印



紙
が
連
続
し
て
い
る
。

表
紙
料
紙
の
装
偵
前
の

幅
は
本
紙
よ
り
お
よ
そ

二
m
大
き
く
、
八
双
を

付
け
て
小
口
で
本
紙
と

揃
え
て
も
な
お
余
分
が

で
き
る
。
こ
の
余
分
は

一
紙
目
を
山
折
り
に
し

て
作
っ
た
背

(表
紙
見

返
し

・
第

一
丁
の
背
と

な
る
部
分
)
を
上
か
ら

巻
き
込
ん
で
第

一
丁
裏

へ
回
っ
た
と
こ
ろ
で
本

紙
に
糊
付
け
す
る
。
本

紙
は
横
三
二

・
五
~
三

三

・
一
m
に
切
断
し
た

八

二

紙
を
ま
ず
半
分
に
折
り
、
折
り
目
の
外
側
同
士
を
お
よ
そ
〇

・
九

m
幅
で
糊
付
け
す

る
。
表
紙
お
よ
び
見
返
し
、
裏
表
紙
お
よ
び
見
返
し
を
除
い
た
本
紙
す
べ
て
に
押
界

が
施
さ
れ
て
い
た
。

書
写
と
装
頓
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
糊
代
に
丁
数
が
墨
書
さ
れ
て
い
た
こ
と

(写
真
4
)
、
ま
た
巻
第
四
第
二
十
六
丁
に
見
る
よ
う
に
文
字
が
糊
代
部
に
隠
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
書
写
が
終
わ
っ
た
の
ち
装
頓
が
成
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
押
界
に
つ

い
て
は
の
ち
に
詳
細
に
触
れ
る
こ
と
に
す
る
が
、
整
理
す
る
と
、
調
整
さ
れ
て
押
界

が
引
か
れ
た
料
紙
に
書
写
し
た
の
ち
、
本
紙
が
糊
付
け
さ
れ
て
表
紙

・
裏
表
紙
が
合

わ
せ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
ま
で
同
朋
大
学
本
の
装
頓
に
つ
い
て
報
告
し
て
き
た
が
、
本
書
を
通
観
す
る

と
料
紙
の
色
味
や
厚
み
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
お
り
、
丁

面
に
紙
継
ぎ
目
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
そ
の
紙

継
ぎ
目
な
ど
に
着
目
し
、
本
書
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十

一
号

る
い
カ
ー
ブ
を
描
く
よ
う
に
成
形
さ
れ
て
お
り
、
断
面
は
ほ
ぼ
半
円
状
と
な
っ
て
い

る
。
八
双
の
取
り
付
け
は
、
八
双
の
半
円
状
曲
面
に
沿
わ
せ
る
よ
う
に
表
紙
を
上
か

ら
掛
け
て
密
着
さ
せ
た
あ
と
八
双
下
面
に
回
し
て
糊
付
け
し
、
見
返
し
と
七

・
五

皿

の
糊
代
で
貼
り
付
け
る

(図
1
)
。

表
紙
見
返
し
に
は
本
紙
共
紙
を
貼
り
合
わ
せ
て
お
り
、
表
紙
見
返
し
と
第

一
丁
は

写真4

二
、
「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
の
料
紙
調
整

本
来
粘
葉
装
に
用
い
る
料
紙
は
、
仕
上
が
り
横
幅
寸
法
を
倍
に
し
た
大
き
さ
の
一

枚
紙
を
用
意
し
、
半
分
に
折
っ
て
使
用
す
る
た
め
、
原
則
的
に
は
丁
面
に
紙
継
ぎ
目

が
な
い
は
ず
で
あ
る
。
紙
継
ぎ
目
が
見
ら
れ
る
場
合
、
書
写
時
の
誤
字
や
脱
行
な
ど

を
訂
正
す
る
過
程
で
継
が
れ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
し
か
し
、

今
回
調
査
し
た
同
朋
大
学
本
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
は
る
か
に
上
回
る
紙
継
ぎ
目
が

存
在
し
て
お
り
、
さ
ら
に
継
ぎ
目
の
前
後
に
よ
っ
て
紙
の
色
味
や
厚
み
が
異
な
っ
て

糊代に見られる丁付



23丁裏

23丁裏

図2　 巻子状の料紙を使用 していた痕跡 (巻第25第23丁24丁)

い
る
例
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
一
帖
の
中
に
紙
継
ぎ
目
が
ど
の
よ
う
に
出
て
く
る
の
か
、

各
帖
を
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。

巻
第
四
は
三
十
六
丁
の
う
ち
十
箇
所
、
巻
第

}
○
は
四
十
二
丁
の
う
ち
十
三
箇
所
、

巻
第

一
六
は
二
十
三
丁
の
う
ち
七
箇
所
、
巻
第
二
二
は
十
六
丁
の
う
ち
五
箇
所
、
巻

第
二
五
は
二
十
九
丁
の
う
ち
八
箇
所
、
巻
第
二
六
が
五
十
二
丁
の
う
ち
十
六
箇
所
の

紙
継
ぎ
目
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
平
均
す
る
と
巻
第
四
、
二
五
が
三

・
六
丁
に

一

箇
所
、
巻
第

一
〇
。

一
六
、
二
二
、
二
六
が
三

・
二
丁
に

一
箇
所
の
割
合
と
な
り
、

両
者
が
近
似
値
で
あ
る
た
め

一
見
す
る
と
規
則
的
に
見
え
る
。
だ
が
、
粘
葉
装
と
な
っ

た
際
、
継
ぎ
目
が
連
続
し
て
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、

一
丁
あ
る
い
は
二
丁
の
間

隔
が
あ
る
場
合
。
さ
ら
に
六
丁
、
十

一
丁
も
紙
継
ぎ
目
が
無
い
場
合
も
あ
る
。
紙
継

ぎ
目
は
、
必
ず
し
も
規
則
的
に
現
わ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
、

一
丁
の
横
幅

一
五

こ
(
~

一
七

・
〇

m
の
中
で
、
紙
継
ぎ
目
は
ど
こ
に
位

置
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
六
帖
で
五
十
九
箇
所
見
ら
れ
る
紙
継
ぎ
目
の
う
ち
、
小
口

か
ら
の
距
離
が
も
っ
と
も
離
れ
て
い
る
の
が
巻
第
二
六
第
四
十
三
丁
に
見
ら
れ
る

一

六

・
一
m
で
、
も
っ
と
も
近
い
も
の
が
巻
第

一
〇
第
十
六
丁
の
〇

・
三

皿
で
あ
る
。

も
っ
と
も
離
れ
て
い
る
も
の
は
本
紙
糊
代
に
ご
く
近
い
部
分
に
、
も
っ
と
も
近
い
も

の
は
小
口
に
紙
継
ぎ
目
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
両
者
と
も
余
白
部
分
に
含
ま
れ
て
お

り
、
先
に
触
れ
た
よ
う
な
書
写
上
の
理
由
で
紙
が
継
が
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
紙
継
ぎ
目
を
確
認
し
て
い
る
う
ち
、
巻
第
二
五
の
第
二
十
四
丁
裏
に
不

自
然
な
糊
痕
を
発
見
し
た
。
料
紙
の
天
か
ら

一
二
・
八

m
、
小
口
か
ら

I
〇

・
〇

m

の
位
置
を
起
点
と
し
て
、
長
さ
二

・
七

m
に
わ
た
っ
て
糊
が
付
着
し
て
い
た
の
で
あ

八

三

皿 糊痕

皿 継ぎ目

- ’¨ 山折

- “ 谷折
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寺
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録
」
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上
下
、
左
右
の
寸
法
は
粘

葉
装
用
と
し
て
最
終
的
に

化
粧
裁
ち
さ
れ
現
状
の
法

量
を
示
し
て
い
る
。

さ
て
今
回
修
復
さ
れ
る

に
あ
た
っ
て
、
大
正
蔵
経

本
を
も
と
に
欠
丁
部
分
の

丁
数
を
書
写
法
則
な
ど
か

ら
割
り
出
し
て
本
紙
似
よ

り
の
紙
で
補
っ
た
の
で
あ

る
が
、
新
補
分
と
本
紙
と

を

I
ま
と
め
に
し
た
際
、

小
口
上
下
の
角
に
違
和
感

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十

一
号

る
。
次
の
二
十
五
丁
に
は
紙
継
ぎ
目
は
な
く
、
装
偵
作
業
時
に
付
い
た
も
の
と
は
考

え
ら
れ
な
い
。

一
方
、
前
の
二
十
三
丁
を
見
る
と
紙
継
ぎ
目
が
あ
っ
た
。
こ
こ
は
継

が
れ
た
紙
の
縦
の
長
さ
が
左
右
で
微
妙
に
異
な
っ
て
お
り
、
表
面
側
の
継
ぎ
目
か
ら

余
分
な
糊
が
押
し
出
さ
れ
て
は
み
出
し
て
い
た
。
こ
の
糊
痕
の
位
置
を
詳
し
く
調
べ

る
と
、
ち
ょ
う
ど
料
紙
の
天
か
ら

一
二

・
八

m
の
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
っ
て
長
さ
が

一
丁

七

m
に
わ
た
っ
て
お
り
、
糊
痕
の
形
も
二
十
四
丁
裏
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
こ
れ
は
紙
を
継
い
だ
時
点
で
二
十
三
丁
表
と
二
十
四
丁
裏
が
接
触
し
て

い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
復
元
す
る
と
巻
子
状
と
な
る
こ
と
が
確
認
で
き
た

(図
2
)
。
同
朋
大
学
本

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
は
、
巻
子
状
に
調
整
さ
れ
た
紙
を

使
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
が
法
隆
寺

一
切
経
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

大
部
分
の
法
隆
寺

一
切
経
が
巻
子
装
で
あ
る
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
「貞
元
新
定

釈
教
目
録
」
は
こ
の
紙
を
粘
葉
装
用
に
転
用
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
不
規
則
に
現
わ
れ
る
紙
継
ぎ
目
や
料
紙
の
色
味

・
厚
み
が
微
妙
に
異
な
る
も
の

が
同

一
帖
に
含
ま
れ
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
矛
盾
な
く
理
解
で
き
る
。

八

四

形
に
折
り
重
ね
裁
断
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
若
干
の
余
分
を
も
っ
て
裁
断
さ

れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
余
分
の
大
き
さ
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
箇
所
が
あ
る
。

巻
第
二
二
第
六
丁
の
小
口
側
に
は
、
料
紙
を
粘
葉
装
用
に
裁
断
す
る
際
に
輪
の
内
側

に
折
れ
込
ん
で
い
た
た
め
に
残
っ
た
紙
片
が
あ
る

(写
真
5
)
。
こ
こ
か
ら
推
測
す
れ

ば
、
横
幅
は

一
紙
の
横
長
約
三
三

・
〇

m
に
少
な
く
と
も
〇

・
九

m
、
あ
る
い
は
左

右
に
こ
の
余
裕
を
見
て
I
・
八

m
を
足
し
た
寸
法
で
ま
ず
S
字
に
折
り
重
ね
裁
断
さ

れ
て
い
る
。
次
に
上
下
の
長
さ
で
あ
る
が
、
こ
の
紙
片
は
下
方
向
に
〇

・
三

m
の
び

て
お
り
、
ま
ず
こ
の
寸
法
だ
け
現
状
よ
り
縦
に
長
い
料
紙
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、

裁断されずに残った紙片

と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
粘
葉
用
紙
と
し
て
巻
子
用
に
調
え
ら
れ
た
料
紙

は
、
ど
の
よ
う
に
裁
断
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
紙
の
取
り
方
で
あ
る
が
、
装
漁
師
ら
が

一
般
的
に
行
っ
て
い
る
よ
う
に
S
字

写真5

が
見
ら
れ
た
。
通
常
わ
が
国
で
は
右
上
に
継
い
て
い

が
、
巻
子
状
に
調
整
さ
れ
た
も
の
を
使
用
し
た
と
い

ぎ
方
の
問
題
で
は
な
く
、
料
紙
を
調
整
す
る
段
階
四

や゛



「交
了
」

を
覚
え
た
。
こ
れ
は
本
紙
の
角
が
ご
く
目
立
た
な
い
程
度
に
丸
み
を
帯
び
て
い
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
、
裁
断
し
た
ま
ま
の
角
に
比
べ
る
と
頁
を
め
く
る
際
に
よ
り
手
に

馴
染
み
や
す
く
、
ま
た
傷
み
も
少
な
く
な
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
結
果
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
な
お
料
紙
に
つ
い
て
考
え
る
際
、
粘
葉
装
に
は
紙
の
ど
ち
ら
の
面
を
ど

の
方
向
に
使
用
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
打
紙
の

加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
た
め
判
別
で
き
な
か
っ
た
。

三
、
書
写
に
つ
い
て

外
題
は
表
紙
中
央
に
直
接
墨
書
す
る
。
第

一
丁
表
に
首
題
の
み
書
し
、
撰
者
名
は

記
さ
な
い
。
一
行
は
十
六
~
十
九
字
あ
て
と
な
り
、
表
裏
両
面
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。

は
じ
め
に
経
典
名
と
巻
数
、
つ
い
で
訳
者

・
撰
者
の
明
不
明
、
訳
本
の
有
無
、
有
訳

の
場
合
に
は
訳
者
名
、
訳
の
回
数
、
現
在
の
有
無
な
ど
が
記
さ
れ
、
注
記
の
あ
る
場

合
も
あ
る
。
奥
書
は
巻
第

一
〇
に
の
み
見
ら
れ
、
次
の
通
り
と
な
る
。

貞
元
十
五
年
十
月
十
三
日
奉

　

勅
修
撰
至
十
六
年
四
月
十
五
日

畢
進
上
五
月
十
日
勅
下
流
行
翻
経
句
営
右
衛
諸
寺
樺

道
二
放
事
千
福
寺
上
座
沙
門
霊
逡
奉
撰
翻
経
臨
檀
西
明
寺

賜
紫
沙
門
圓
照
寺
奉
勅
撰

右
神
楽
軍
中
尉
兼
右
衛
功
徳
使
金
此
之
録
禄
丈
夫
行
右
監
門
将
軍

知
内
侍
省
事
上
柱
國
臣
第
五
守
高
等
進

右
神
楽
軍
護
軍
中
尉
兼
左
衛
功
徳
使
元
従
与
元
従
明
府
儀
同
三

司
行
左
監
門
衛
大
将
軍
知
内
省
臣
空
買
文
場
進

法
隆
寺

一
切
経
に
み
る

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」

大
治
四
年
二
月
十
六
日
法
隆
寺
之

一
切
経
内
於
東

花
苑
書
写
畢

は
じ
め
の
八
行
は
大
正
蔵
経
本
に
な
い
勅
撰
の
識
語
で
あ
り
、
巻
第

一
〇
に
関
し

て
は
大
治
四
年

(
一
一
二
九
)
二
月
十
六
日
に
法
隆
寺
内
東
花
苑
に
お
い
て
書
写
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
校
合
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他
の
五
帖
に

は
奥
書
は
な
い
が
、
材
質
や
装
頓
、
書
写
さ
れ
た
文
字
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
同
時
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
紙
は
半
丁
七
行
の
押
界
が
施
さ
れ
て
お
り
、
表
紙

・
表
紙
見
返
し
、
裏
表
紙

・

裏
表
紙
見
返
し
を
の
ぞ
く
す
べ
て
の
料
紙
に
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
料
紙
の
順

番
が
調
え
ら
れ
て
か
ら
押
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
界
高
は
二
二
・
二
~
二
三
こ
二
m
、

界
幅
は
二
・〇
~
二
二

m
と
な
り
、
横
界

・
縦
界
と
も
に
単
線
で
あ
る
。
基
本
的
に

押
界
の
向
き
は
丁
表
か
ら
み
て
凹
型
と
な
っ
て
い
る
。
例
外
と
し
て
巻
第

一
〇
第

一

丁
か
ら
十
五
丁
ま
で
の
間
で
凹
凸
入
り
交
じ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
前
述
し
た
料
紙

の
継
ぎ
方
と
同
じ
く
料
紙
調
整
時
の
混
乱
と
考
え
ら
れ
る
。
押
界
の
線
幅
は
横
界

・

縦
界
と
も
に
お
よ
そ

I
m
で
あ
り
、
料
紙

一
紙
を
ニ
ツ
折
り
に
し
た
状
態
で
引
か
れ

て
い
る
。

一
帖
の
中
で
数
丁
に

一
度
の
間
隔
で
、
き
つ
い
引
き
つ
り
皺
を
伴
っ
た
押

界
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
皺
は
押
界
を
引
く
作
業
中
、
本
紙
に
直
接
圧
力
が
加
わ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
当
て
紙
を
使
用
し
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
皺
を
注

八
五



八
六

れ
は
す
で
に
引
か
れ
て
い
た
押
界
に
筆
が
と
ら
れ
た
結
果
で
あ
る
。

さ
て
、
六
帖
を
通
覧
す
る
と
、
総
じ
て
筆
意
が
通
じ
て
お
り
同
筆
と
考
え
ら
れ
る

が
、

一
部
補
筆
も
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
巻
第
二
二
に
つ
い
て
は
、
第
十
四
丁
裏
か
ら

十
六
丁
裏
に
癖
の
あ
る
草
書
体
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
別
筆
の
可
能
性
も
残
る
。
こ

れ
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
る

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
の
筆
者
と
し
て
は
隆
逞

(巻
第

丁

二
・七
)、
尋
海

(巻
第
二
こ

の
両
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。
同
朋
大
学
本
に
つ

い
て
は
、
奥
書
に
筆
者
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
巻
第

一
〇
を
書
写
し
た

場
所
は

「東
花
苑
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
管
見
し
た
限
り
に
お
い
て
大

治
年
間
に
東
花
苑
に
て
書
写
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
巻
第

二

て

「成
実
論
」
巻
第
五
、
「金
光
明
経
」
巻
第
四
の
三
例
、
校
合
が
行
な
わ
れ
た

も
の
に

「観
自
在
菩
薩
喩
伽
念
誦
儀
軌
」
(
い
ず
れ
も
法
隆
寺
蔵
)
一
例
の
計
四
例
が

知
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
前
三
者
に
つ
い
て
は
尋
海
の
書
写
で
あ
り
、
後
者
に

つ
い
て
も
尋
海
が
校
合
し
た
こ
と
が
奥
書
か
ら
わ
か
る
。
ま
た
同
朋
大
学
本
巻
第
二

五
第
二
丁
表
に
お
い
て
、
行
の
冒
頭
に
こ
と
さ
ら
太
字
を
用
い
る
点
に
も
注
目
し
た

い
。
「右
前
後
両
訳

一
存

一
閥
」
の
冒
頭
に
あ
た
る

「右
」
の
文
字
が
数
箇
所
に
わ

た
っ
て
、
太
く
大
書
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
部
分
的
に
太
字
を
用
い

る
書
様
は
、
古
く
は
空
海
著

「聾
1　
指
帰
」
下
巻

(国
宝

・
金
剛
峯
寺
蔵
)
に
見
ら

れ
る
書
様
で
あ
る
。
「聾
1　
指
帰
」
に
は

「成
実
論
」
巻
第
五
ほ
か
に
見
ら
れ
る
雁
行

書
様
も
見
ら
れ
、
同
朋
大
学
本
に
見
る
太
字
を
用
い
た
書
様
と
気
脈
を
通
じ
る
も
の

で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の

「成
実
論
」
巻
第
五
に
お
い
て
雁
行
書
様
を
行
っ
て
い
る

の
が
尋
海
で
あ
り
、
筆
跡
や
書
写
場
所
を
検
討
し
た
結
果
か
ら
も
、
同
朋
大
学
本
の

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十

一
号

意
深
く
観
察
す
る
と
、
横
界
は
左
か
ら
右
方
向

へ
、
縦
界
は
上
か
ら
下
方
向

へ
の
び

る
皺
が
あ
り
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
縦
界
が
横
界
の
間
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

作
業
の
順
番
と
し
て
は
最
初
に
横
界
を
左
か
ら
右

へ
、
次
に
縦
界
を
上
か
ら
下

へ
引

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
天
界
か
ら
地
界

へ
向
け
て
界
線
が
完
全
に
帰
着
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
押
界
が
墨
界
や
金
銀
界
と
は
異
な
り
書
写
後
に
も
紙

面
を
飾
る
必
要
が
な
く
装
飾
的
要
素
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
以
上
に
書
写
の
際

の
目
安
と
い
う
実
用
的
要
素
が
強
い
と
い
う
性
質
に
よ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

押
界
の
中
に
は

一
度
で
引
く
こ
と
が
出
来
ず
に
途
中
か
ら
引
き
直
し
た
た
め
、
二

重
線
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
稀
に
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
巻
第
二
六
の
第
四
十
丁

表
を
み
る
と
押
界
の
周
辺
に
紙
の
引
き
つ
り
が
見
ら
れ
る
の
で
、
一
番
上
の
紙
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
六
行
目
と
七
行
目
の
間
に
引
か
れ
た
押
界
が
行
の
中

ほ
ど
よ
り
二
重
線
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
左
下
隅
、
縦
界
と
地
界
が
交
わ
る
角
で
は

地
界
が
縦
界
よ
り
三

m
は
み
出
す
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態

が
次
の
四
十

一
丁
か
ら
四
十
三
丁
ま
で
同
様
に
見
ら
れ
、
さ
ら
に
押
界
の
筋
目
が
四

十
丁
か
ら
四
十
三
丁
に
向
か
っ
て
徐
々
に
薄
く
な
っ
て
い
る
。
他
を
見
て
も
引
き
つ

り
皺
が
ほ
ぼ
二
紙
四
丁
ご
と
に
現
れ
て
お
り
、
押
界
が
四
丁
ず
つ
を
目
安
に
料
紙
を

重
ね
て

一
気
に
引
か
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
う
し
て
引
か
れ
た
押
界
が
本

紙
の
糊
代
に
隠
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
装
頓
が
完
成
す
る
前
に
作
業
が

行
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
い
え
ば
、
巻
第
二
五
第
十
丁
裏
に

「今
附
漢
録
」

と
書
さ
れ
た
箇
所
の
「今
」
の
や
ね
の
部
分
を
押
界
が
横
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

左
は
ら
い
が
押
界
に
か
か
る
に
至
っ
て
急
激
に
細
く
な
り
微
妙
に
歪
ん
で
い
る
。
こ



巻数 書写年月日 書写者 備　　　 考 所　 蔵 分類

1 巻 1 大治3 . 12. 25 隆逞 黒印有 大谷大学 大治本

2 巻 2 大治4 . 1 . 8 隆逞 法隆寺 大治本
3 巻4 同朋大学 大治本

4 巻 7 大治4 . 2 . 8 隆逞 勅撰識語有 大谷大学 大治本

5 巻 10 大治4 . 2 . 16 黒印有 同朋大学 大治本

6 巻 12 大治4 . 2 . 24 宮内庁書陵部 大治本

7 巻 16 同朋大学 大治本
8 巻 17 大谷大学 大治本

9 巻 19 大谷大学 大治本

10 巻 21 大治4 . 4 . 10 尋海 法隆寺 大治本

11 巻 22 同朋大学 大治本

12 巻 22 大治4 . 4 . 9 隆遜 祐誓寺 大治本

13 巻 24 大治4 . 4 . 15 黒印有 大谷大学 大治本

14 巻 25 同朋大学 大治本

15 巻 26 黒印有 同朋大学 大治本
16 巻 27 黒印有 大谷大学 大治本

17 巻 29 康和 2 . 2 . 20 勅撰識語有 大谷大学 康和本

18 巻 29 永久2 . 12. 17 勅撰識語有 大谷大学 永久本
19 巻 29 大谷大学 永久本
20 巻 30 永久3 . 3 . 7 大谷大学 永久本
21 巻 30 祐誓寺 康和本
22 巻 30 康和2 . 3 . 2 祐誓寺 康和本

筆
者
は
尋
海
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
同
朋
大
学
本
の
書
誌
的
概
要
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
て
き
た
が
、

実
は
法
隆
寺

一
切
経
に
含
ま
れ
る

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
は
、
他
所
に
も
蔵
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
と
同
朋
大
学
本
と
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
同
朋
大
学
本
の
意

義
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

四
、
三
種
の

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」

こ
れ
ま
で
に
法
隆
寺

一
切
経
の

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
と
し
て
、
二
十
二
点
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
大
谷
大
学
十
点

I
、
宮
内
庁
1　
陵
部

一
点
、
同

朋
大
学
六
点
、
法
隆
寺
二
点
、
祐
誓
寺
三
点
と
な
る

(表
1
)
。
こ
れ
ら
を
概
観
す
る

と
、
1　
写
年
代
に
よ
っ
て
三
種
に
分
類
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。
康
和
年
間

(
一
〇

九
九
~
一
一
〇
四
)
に
書
写
さ
れ
た
康
和
本
、
永
久
年
間
(
一
一
二
一~
一
一
一
八
)

に
1　
写
さ
れ
た
永
久
本
、
大
治
年
間

(
一
一
二
六
~
一
二
二
)
に
1　
写
さ
れ
た
大

治
本
の
三
種
で
あ
る
。
同
朋
大
学
本
は
既
に
記
述
し
た
よ
う
に
巻
第

一
〇
の
奥
書
に

「大
治
四
年
二
月
十
六
日
法
隆
寺
之

一
切
経
内
於
東
/
花
苑
書
写
畢
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
大
治
本
に
分
類
で
き
る
。
法
隆
寺

一
切
経
書
写
と
い
う

一
つ
の
事
業
の
中
で
「貞

元
新
定
釈
教
目
録
」
が
下
表
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
三
度
も
書
写
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
1　
写
の
理
由
を
異
に
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
に
考
え
る
こ
と
と
し
、
康
和
本
、
永
久
本
の
書
誌

的
概
要
に
つ
い
て
大
谷
大
学
本
を
も
と
に
略
述
す
る
と
次
の
通
り
と
な
る
。

大
谷
大
学
に
は
康
和
本
が

一
帖
、
永
久
本
と
し
て
二
冊

一
巻
が
蔵
さ
れ
る
。
康
和

法
隆
寺

一
切
経
に
み
る

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」

八
七

表1　 「貞元新定釈教目録」 現存- 覧



八
八

業
の
中
で
三
種
の
経
録
が
存
在
す
る
こ
と
の
理
由
を
探
る
手
が
か
り
が
隠
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
検
討
す
る
前
に
ま
ず
、
法
隆
寺

一
切
経
書
写
事

業
の
成
立
過
程
を
知
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

法
隆
寺

一
切
経
の
書
写
事
業
は
、
大
き
く
三
期
に
わ
た
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
第

一
期
は
承
徳
年
間

(
一
〇
九
七
~

一
〇
九
九
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
承
徳
三

年

(
一
〇
九
九
)
の
奥
書
を
も
つ

『大
宝
積
経
』
巻
第
七
四

(法
隆
寺
蔵
)
が
早
く

か
ら
確
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
近
年
。
承
徳
二
年
銘
の
大
般

若
経
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
僧
前
五
師
興
圓
を
願
主
と
す
る
こ
の
書
写
事
業
に

端
を
発
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
見
方
が
あ
る

(10)O

　

ま
た
長
和
元
年

(
一
〇

こ

I)

『十
地
経
論
』
巻

一
〇

(大
谷
大
学
蔵
)
、
応
徳
三
年

(
一
〇
八
六
)
『大
威
徳
陀
羅
尼

経
』
巻

一
五

(大
谷
大
学
蔵
)
を

「法
隆
寺

一
切
経
の
書
写
開
始
年
次
を
検
討
す
る

上
で
極
め
て
重
要
な
史
料
」
と
し
、
書
写
開
始
時
期
を
再
考
す
る
必
要
を
示
唆
す
る

も
の
も
あ
る

(11)O

　

第
二
期
は
永
久
年
間

(
一
一
コ
エ
~

一
一
一
八
)
か
ら
元
永
元
年

(
一
一
一
八
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
僧
勝
賢
が
勧
進
し
て
二
千
七
百
余
巻
を
完
成
し
、
元

永
元
年
十
月
に
供
養
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
期
は
保
安
三
年

(
一
一
二
二
)

か
ら
大
治
年
間

(
一
二

一六
~

一
一
三

一
)
で
あ
る
。
僧
林
幸
が
勧
進
僧
と
な
っ
て

第
二
期
に
未
完
で
あ
っ
た
四
千
四
百
巻
余
の
書
写
を
行
な
お
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、

新
建
さ
れ
た
聖
霊
院
に

一
切
経
を
納
め
て
聖
徳
太
子
の
菩
提
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
第
二
、
三
期
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
保

安
三
年
三
月
二
十
三
日
付

「
一
切
経
勧
進
状
」
(U
が
主
な
典
拠
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
三
種
の

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
の
書
写
は
、
康
和
年

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十

一
号

本

(巻
第
二
九
)
は
縦
二
七

・
五

m
、
横
二
〇

・
二
m
、
も
と
巻
子
装
で
あ
っ
た
も

の
を
幅
広
の
折
本
に
し
て
包
背
装
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
勅
撰
識
語
お
よ
び
奥
書

が
あ
り
、
奥
書
に
は

「康
和
弐
庚
辰
二
月
廿
日
於
法
隆
寺
東
室
第
七
房
奉
書
写
畢
/

愚
僧
静
因
之
」
と
あ
る
。
表
紙
や
外
題
の
書
風
は
大
治
本
と
共
通
す
る
こ
と
か
ら
、

大
谷
大
学
の
康
和
本
は
大
治
本
書
写
と
同
時
期
に
改
装
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

永
久
本
二
冊

一
巻
の
う
ち
、
巻
子
本
は
冊
子
本
の
巻
第
二
九
の
欠
失
部
分
に
該
当

す
る
の
で
、
巻
第
二
九

・
三
〇
の
二
帖
が
存
在
ナ
る
こ
と
に
な
る
。
法
量
は
巻
第
二

九
冊
子
本
が
縦
二
五

・
二
m
、
横

一
八

・
八

m
、
巻
子
本
は
縦
二
五

・
三

m
、
横
五

一
八

・
一
m
、

一
紙
の
幅
は
三
七

・
二
m
と
な
る
。
巻
第
三
〇
が
縦
二
五

・
二
m
、

横

一
九

・
八

m
と
な
る
。
両
巻
と
も
も
と
巻
子
装
で
あ
っ
た
が
、
明
朝
糸
綴
に
よ
る

冊
子
装
に
改
め
ら
れ
て
い
る
(9
)o
巻
子
本
は
、
一
度
冊
子
に
し
た
も
の
を
も
と
の
状

態
に
戻
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
軸
木
は
付
け
な
い
。
永
久
本
は
、
冊
子
に
改
装
す
る

に
あ
た
っ
て
上
下
が
裁
断
さ
れ
て
お
り
、
文
字
が
切
断
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
多
く
見

ら
れ
る
。
奥
書
は
巻
第
二
九
が

「永
久
二
年
甲
午
十
二
月
十
七
日
於
法
隆
寺
東
花
薗

法
静
房
奉
写
畢
/
求
法
僧
林
幸
之
」
、
巻
第
三
〇
が

「永
久
三
年
乙
未
三
月
七
日
書
写

了
為
令
法
久
住
利
益
人
天
也
/
『都
合
二
千
三
百
十
四
巻
』
僧
林
阿吻
吻
吻
6
と
書

さ
れ
る
。

こ
れ
ら
を
装
偵
の
方
法
に
基
づ
い
て
整
理
す
る
と
、
書
写
当
初
の
康
和
本
、
永
久

本
は
巻
子
装
で
あ
り
、
大
治
本
は
粘
葉
装
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
加
え
、

康
和
本
が
巻
子
装
か
ら
折
本
包
背
装
に
改
装
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
永
久

本
に
は
近
代
以
前
と
思
わ
れ
る
改
装
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
に

一
事



が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
内
容
を
見
る
と
、
巻
第
四
第
三
十
五
丁
裏
の
「和

達
経
」、
巻
第
二
二
第
三
丁
裏
の

「金
剛
頂
勝
初
喩
伽
普
賢
菩
薩
念
誦
法
」
の
よ
う

に
、
経
典
名
が
数
箇
所
に
わ
た
っ
て
重
複
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
重
出
で
は
な
い

か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
同
朋
大
学
本
巻
第

一
〇
奥
書
に
あ
る
よ
う
に

一
度
は
校
合

が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
墨
抹
な
ど
の
抹
消

す
る
措
置
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
む
し
ろ
該
当
経
典
が
二
種
あ
っ

た
と
考
え
る
方
が
自
然
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
大
治
本
は
円
照
撰

「貞

元
新
定
釈
教
目
録
」
の
忠
実
な
写
本
と
い
う
よ
り
、
厳
密
に
は
法
隆
寺
に
お
い
て
「貞

元
新
定
釈
教
目
録
」
に
基
づ
い
て
書
写
し
た

一
切
経
の
現
蔵
目
録
と
し
て
の
意
味
合

い
が
附
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
康
和
本
が

ち
ょ
う
ど
大
治
年
間
に
改
装
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
蔵
目
録
で
あ
る
大

治
本
の
他
に
、
原
本
に
近
い
テ
キ
ス
ト
と
し
て
別
本
の

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
を

閲
読
し
や
す
い
装
頓
に
改
め
て
備
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ

ま
り
三
種
の

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
は
書
写
事
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
書
写
さ

れ
た
の
で
あ
り
、
明
ら
か
に
異
な
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
れ

を
ふ
ま
え
て
今

一
度
装
偵
を
確
認
す
る
と
、
康
和
本
が
は
じ
め
巻
子
装
で
大
治
年
間

こ
ろ
に
幅
広
の
折
本
装
に
改
装
、
永
久
本
が
巻
子
装
、
大
治
本
が
粘
葉
装
と
、
別
種

の
装
偵
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
の
で
あ
る
。

間
、
永
久
年
間
、
大
治
年
間
の
三
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
て
い
る
。
そ
れ
で

は
な
ぜ

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
を
三
種
も
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
永
久
本
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
巻
第
二
九

・
三
〇
い
ず
れ
も
随
所
に
付
箆

痕
や
墨

・
朱
に
よ
る
合
点
が
確
認
さ
れ
、
加
え
て
本
紙
が
茶
褐
色
に
変
色
し
て
い
る

こ
と
な
ど
が
観
察
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
痕
跡
は
頻
繁
に
使
用
さ
れ
た
ゆ
え

に
汚
さ
れ
た
結
果
と
考
え
た
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
汚
れ
が
す
べ
て
平
安
時
代
の
痕

跡
で
あ
る
か
は
今
後
の
厳
密
な
検
討
を
要
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
少
な

く
と
も
永
久
本
が
既
書
写
分
の
確
認
の
た
め
の
目
録
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

そ
れ
に
反
し
て
先
行
す
る
康
和
本
に
は
、
永
久
本
の
よ
う
な
汚
れ
あ
る
い
は
合
点

等
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
利
用
目
的
が
異
な
っ
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
あ
る

い
は
永
久
本
は
経
論
確
認
の
た
め
の
康
和
本
の
副
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
康
和
本
が
粘
葉
装
や
折
本
装
で
な
く
巻
子
装
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

頻
繁
な
閲
読
が
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
他

の
一
切
経
が
巻
子
装
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
法
隆
寺
に

「貞
元
新
定
釈

教
目
録
」
を
入
蔵
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
康
和
本
が
書
写
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
を
書
写
事
業
の
し
か
る
べ
き
年
代
に
も
ど
す
と
、
康
和
本
は
は
じ
め
に

一
切

経
書
写
が
始
め
ら
れ
た
時
期
、
永
久
本
は
本
格
的
に

一
切
経
書
写
を
は
じ
め
よ
う
と

し
た
時
期
、
大
治
本
は

一
切
経
書
写
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
と
考
え
ら
れ
る
時
期
に
書
写

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

最
後
に
大
治
本
で
あ
る
が
、
書
写
当
初
か
ら
粘
葉
装
で
あ
る
こ
と
か
ら
閲
読
の
便

法
隆
寺

一
切
経
に
み
る

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」

お
わ
り
に

平
成
十
二
年
、
同
朋
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
法
隆
寺

一
切
経
の
う
ち

「貞
元
新

八
九



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
二
十

一
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

九
〇

定
釈
教
目
録
」
六
帖
の
修
復
事
業
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
文
化
財
修
復
に

　　

写
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
装
頓
が
資
料

際
し
て
は
原
装
の
復
元
と
い
う
原
則
に
立
ち
、
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
た
の

　　

の
性
質
を
解
明
す
る
上
で

一
つ
の
糸
口
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た

で
あ
る
。
解
体
前
の
調
査
に
お
い
て
、
同
朋
大
学
本
に
は
改
装
さ
れ
た
痕
跡
が
認
め

　　

と
考
え
る
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
解
体
修
理
と
い
う
大
き
な
機
会
が
与
え
ら

ら
れ
ず
、
法
隆
寺

一
切
経
と
し
て
書
写
さ
れ
た
当
初
の
姿
を
現
代
に
伝
え
て
い
る
こ

　　

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
今
後
修
復
に
際
し
て
、
解

と
が
わ
か
っ
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

体
前
の
詳
細
な
研
究
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

装
頓
は
粘
葉
装
で
あ
っ
た
が
、
各
本
紙
に
お
い
て
厚
み
や
色
味
が
異
な
り
、
紙
継

　　　

な
お
、
書
写
事
業
の
過
程
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
し
く
論
述
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぎ
目
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
っ
た
。
紙
継
ぎ
目
が
多
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
料
紙

　　

い
が
、
紙
数
の
関
係
で
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
後
考
を
期
し
本
論
を
完
成
し

を

一
度
巻
子
状
に
調
え
た
上
で
使
用
し
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

一
切
経

　

た
い
と
思
う
。

の
料
紙
調
整
に
関
し
て
、

一
つ
の
例
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
ま
た
同
朋

大
学
本
に
は
書
写
者
が
明
記
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
書
様
や
書
写
場
所
な
ど
か

　　　　

本
稿
は
、
同
朋
大
学
が

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
を
修
理
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
装
満
師

ら
僧
尋
海
の
筆
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

鴇
討
頴
0
　昌
り
隆先生から詳細な
調査とそ
の記録を申
し付けら

さ
ら
に
、
同
朋
大
学
が
所
蔵
す
る

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
を
含
み
、
法
隆
寺

一

切
経
に
は
二
十
二
点
の

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
が
現
存
す
る
こ
と
を
示
し
、
実
は

　　　　

註

そ
れ
が

一
具
の
も
の
で
は
な
く
康
和
本
、
永
久
本
、
大
治
本
と
い
う
三
種
に
分
類
で

　　

(1
)
法
隆
寺
が
所
蔵
す
る

一
切
経
に
つ
い
て
は
法
隆
寺
昭
和
資
財
帳
編
集
委
員
会
編

『法

き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
そ
れ
ぞ
れ
が
書
写
さ
れ
た
意
義
に
つ
い
て
も
考

　　

(―)J肩
0　

蒜
Jに詐
賢
0　
難
訃
谷
Lて

え
、
各
々
の
有
す
る
意
義
が
異
な
る
こ
と
を
論
じ
た
。
同
朋
大
学
本
に
つ
い
て
は
、

　　　

―
」
(平
成
十

一
年
)
に
は
法
隆
寺
お
よ
び
法
隆
寺
よ
り
流
出
し
た

一
切
経
千
点
余
り

現
蔵
目
録
的
要
素
を
強
く
も
っ
た

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
と
し
て
書
写
さ
れ
た
9　

N

　0い
い
い
い
　1
四
い
匹
E
匹
が
編

　

昭
和
十
六
年

　

岩
波
書
店

　

一
〇
八
頁

の
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(4
)
昭
和
十
二
年

(
一
九
三
七
)
、
山
田
文
昭
師
は
二
〇
〇
点
の
図
書
を
真
宗
専
門
学
校

へ

法
隆
寺

一
切
経
は

著
名
で
あ
り
な
が
ら
そ
の
事
業
や
具
体
的
な
作
業
に
つ
い
て

　

四四に衣いい」((肘曝べいに作
(球れパ宍匹い

未
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
。
本
稿
は
こ
れ
ら
を
知
る
た
め
の
資
料
が
限
ら

　　　　

寺

一
切
経
が
展
観
さ
れ
た
。

れ
て
い
る
中
、
装
頓
に
注
目
す
る
こ
と
で
当
該
資
料
が
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
で
書

　　

(5
)
紙
質
検
査
は
有
限
会
社
坂
田
墨
珠
堂
と
高
知
県
立
紙
産
業
技
術
セ
ッ
タ
ー
が
行
っ
た



得
た
。
こ
れ
ま
で
祐
誓
寺
に
は
巻
第
二
三
、
二
九
、
三
〇
、
三
〇
の
計
三
巻
四
種
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
改
め
て
調
査
し
た
結
果
、
巻
第

二
二
、
三
〇
、
三
〇
の
計
二
巻
三
種
が
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
本
文
中
で
は
ほ
と
ん

ど
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
少
し
紹
介
し
て
お
く
。

巻
第
二
二
は
粘
葉
装

(縦
二
八

・
五

m

　

横

一
六

・
五

m
)
で
あ
り
、
十
八
丁
分

(う
ち
十
七
~
十
八
丁
は
墨
付
な
し
)
と
裏
表
紙
が
残
っ
て
お
り
、
前
欠
で
あ
っ
た
。

同
朋
大
学
本
に
は
前
後
欠
と
な
る
巻
第
二
二
が
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
祐
誓
寺
本
巻
第
二

二
は
こ
の
後
部
欠
失
部
分
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
奥
書
は

「大
治
四
年
乙
酉
四

月
九
日
書
写
了
法
隆
寺
之

一
切
経
新
也
/
寺
僧
隆
逞
筆
之
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
巻

が
大
治
本
で
あ
り
、
隆
逞
の
筆
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

巻
第
三
〇
は
康
和
本
の
二
種
で
あ
っ
た
。
軸
木
を
付
け
な
い
巻
子
装

(A
)
、

一
紙

ご
と
に
裏
打
ち
し
た
も
の

(B
)
と
な
る
。
(A
)
は
縦
二
六

・
九

m
、
横
四

一
・
五

~
四
三
・
二
m
の
本
紙
七
枚
を
裏
打
ち
し
て
継
ぐ
。
た
だ
し
、
縦
の
長
さ
は
裁
断
さ
れ

て
短
く
な
っ
て
い
る
。
横
幅
の
ほ
ぼ
中
央
に
山
折
り
に
な
る
折
れ
筋
が
、
左
右
両
端
に

は
糊
痕
が
残
っ
て
い
る
。
紙
継
ぎ
の
順
序
は
混
乱
し
て
お
り
、
巻
頭
か
ら

I
~
七
と
数

え
れ
ば
、
六
、
二
、

一
、
七
、
五
、
三
、
四
が
正
し
い
順
番
と
な
る
。
(B
)
は
縦
二

七

・
六

m
、
横
二
二
・
五

m
と
な
り
、
表
紙

・
表
紙
見
返
し

・
裏
表
紙

・
本
紙
二
十

一

枚
を

一
枚
ず
つ
裏
打
ち
し
た
状
態
の
ま
ま
で
桐
箱
に
保
存
し
原
装
を
留
め
な
い
。
本
紙

は
。
尾
題
と
奥
書
の
見
え
る

一
紙
を
除
き
後
欠
と
な
っ
て
い
る
。
奥
書
は

「康
和
二
年

庚
辰
三
月
二
日
書
写
了
/
僧
静
因
之
」
と
あ
り
、
康
和
本
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
裏
打
紙
の
余
白
部
分
に
通
し
番
号
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
七
と
八
は
順
序
が
逆
と

な
っ
て
い
る
。
書
誌
的
側
面
の
幾
つ
か
の
共
通
点
、
筆
跡
や
内
容
な
ど
か
ら

(A
)
は

(B
)
の
欠
先
部
分
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
数
少
な
い
康
和
本
の
遺
例
と
し
て
、

今
後
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

も
の
で
あ
り
、
坂
田
墨
珠
堂
よ
り
提
供
を
う
け
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に
つ
い
て
は
次
の

よ
う
に
な
る
。

貫
目

(本
/

一
寸
)

　

糸

　

目

　　　

密
度

(
g
/

m
)

巻
第
四

　　　　　

一
四

　　　　　　

無

　　　　　

〇

・
六
八
二

巻
第

一
〇

　　　　

一
二

　　　　　　

無

　　　　　

○

エ
(
七
六

巻
第

一
六

　　　　

一
四

　　　　　　

無

　　　　　

〇

・
七
六
四

巻
第
ニ
ニ

　　　　

ー
七

　　　　　　

無

　　　　　

〇

・
七
五
七

巻
第
二
五

　　　　

一
七

　　　　　　

無

　　　　　

〇

・
七
三
八

巻
第
二
六

　　　　

一
四

　　　　　　

無

　　　　　

〇

・
六
七
五

(6
)
八
双
は
第
巻

一
〇
、
二
六
に
残
っ
て
い
た
が
、
完
形
で
は
な
か
っ
た
。

(7
)
栗
原
治
夫

「奈
良
朝
写
経
の
製
作
手
順
」
(坂
本
太
郎
博
士
古
稀
記
念
会
編

「続
日
本

古
代
史
論
集
」
中
巻
、
昭
和
四
十
七
年
、
吉
川
弘
文
館
)
ほ
か

(8
)
こ
の
う
ち
大
部
分
が
山
田
文
昭
師
に
よ
っ
て
大
谷
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

同
朋
大
学
本
と
そ
の
伝
来
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
。

(9
)
明
治
四
十
二
年

(
一
九
〇
九
)
に
改
装
し
た
こ
と
が
巻
第
三
〇
に
記
さ
れ
る
。

(
10
)

　

山
本
信
吉

「法
隆
寺
の
経
典
」
前
掲

「法
隆
寺
の
至
宝
-
昭
和
資
財
帳
-
」
所
収

二
〇
二
頁

(U

　

前
掲
竺
沙
雅
章
編

「法
隆
寺

一
切
経
の
基
礎
的
研
究
-
大
谷
大
学
所
蔵
本
を
中
心
と

し
て
I
」

　

一
〇
頁

(
12
)

　

昭
和
初
期
、
佐
伯
定
胤
師
に
よ
り
法
隆
寺
内
中
院
文
庫
か
ら
発
見
さ
れ
、
大
屋
徳
城

氏
が

「法
隆
寺

一
切
経
」
の
中
で
紹
介
さ
れ
た
。

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
同
朋
大
学
、
同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
研
究
室
長
渡
辺
信
和

先
生
に
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
資
料
調
査
に
際
し
て
は
大
谷
大
学
図
書

館
、
祐
誓
寺
、
有
限
会
社
坂
田
墨
珠
堂
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
善
慶
寺
住

職
高
橋
正
隆
先
生
、
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
学
芸
主
任
土
井
通
弘
氏
に
ご
指
導
を
賜

り
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

九

一

〈付
記
〉

本
稿
成
稿
後
、
祐
誓
寺
が
所
蔵
す
る

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」
を
調
査
す
る
機
会
を

法
隆
寺

一
切
経
に
み
る

「貞
元
新
定
釈
教
目
録
」




